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地域ケア整備構想（仮称）を策定する趣旨  

・療養病床の整備状況は都道府県によっても、また都道府県内でも地域差が大きく、円  
滑な転換を進める上では、地域ごとに対応方針を検討することが求められる。  

■単なる転換に止まらず、今後の一層の高齢化の進展を念頭に、地域におけるケア体制  
全般について、地域での将来的なニーズや社会資源の状況等に即して、計画的に整  

備することが必要となる。  

療養病床が再編成された後の受け皿がどうなるのかといった不安を抱える住民や、転  
換する場合に果たして介護施設の整備「枠」が確保されるのかといった懸念を抱く医  

療機関に将来の姿を示す。  

室挙添療串の再編励こ関係する関係3計画の整合性を図る 

療養病床の再編成は、都道府県が今後策定する「医療計画」（平成20年度～）、「医  
療費適正化計画」（平成20年度～）および「介護保険事業支援計画」（平成21年度～）  

に密接に関連することから、各計画相互に整合性のとれた方針を速やかに整理し、  

各計画に適切に反映させることが必要となる。   



都道府県別に見た65歳以上人口10万当たりの療養病床の病床数  

（平成18年3月末）   

全国  
北海道   
青森   
岩手   
宮城   
秋田   
山形   
福島   
茨城   
栃木   
群馬   
埼玉   
千葉  
東京 

神奈川」 L  

折損  L二二＝二二  

胴 

大分＝   t▲鱈竺㍗  

恵 率  

（床）  

2，500   3，000   3，500   4，000   4．500  0  500  1．000  1．500   2．000  

【出典】病院報告（平成18年3月分概数）   注）65歳以上人口は総務省総計局「平成17年国勢調査第1次基本集計（確定値）」による。  



（仮称）の検討  

地域ケア体制整備の基本方針  
地域の利用見込みの設定  

療養病床の転換  
各計画への反映  

の作成  

・具体的にいくつかの老人傾  
健福祉圏域を取り上げ、地  
域の施設整備水準、高齢化  
の状況、将来ニ「ズ等に応l  

〔市町村赴協力の上以下碩定〕  

地域ケア体制整備の方針  
各サービスの手11用見込み  
老健施設・特養・ケアハウス等  

…老人保健福祉圏域単位  

都道府県が広域的に調整  
地域密着型サービス  

療養病床の転換  
相談体制・助成等転換支援措置の検言寸  

たモデルプランを作成   

都道府県地域ケア  

整備構想（愉  
（H19夏～秋頃目途）  

一千午  
く療箆病床の転換こ関連する部分〉  

・各年度の施設の必要利用定員総 数 ・介護サービス量の見込み等  
第4期介護保険事業  

支援計画   

（H21～23）  

（H19目途）  

l 医療法I離基本方針（H19）  都道府県医療計画  

（H20■〉24）  

平均轟院日数の短縮邪鱒筆  
目標  

・療重病床数の目標  

・医療費適正化の取組を行うことに  

都道府県医療費   

適正化計画  

（H20～24）  

l  

平均在院日数の短縮に関切る政策目標  

医療費の見通し等   l  よる医療費の見通し等   
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地域ケア整備に関する研究班の中間とりまとめ  

・地域ケア整備構想（仮称）の策定に当たっては、地域における将来の動向や当面  

の介護サービス等の動向を踏まえつつ検討を進めることが必要。  

・このため、地域ケア整備に関する研究班において、都道府県による地域ケア整備  
構想（仮称）の策定のための作業ツールと構想の事項案を中間とりまとめ。  

H18．12．26公表  

・地域ケア整備構想（仮称）のいわば目次  

・今後国が示す地域ケア整備基本指針（仮称）を踏まえつつ、  
都道府県で具体的記載内容を検討  

①地域ケア整備構想（仮称）に  

盛り込むべき事項  

（中間とりまとめ版）  

・20年後、30年後の地域の高齢化の状況を見通し、施設t居  
住系サービスの需要を複数パターンで試算し、将来の地域  
ケア体制のあるべき姿やその体制確保に向けた対応方針を  
検討するための作業ツール  

・併せて高齢者の見守り、住まいの在り方や在宅医療の在り  
方を検討する際の検討の流れ、検討のポイントなどを提示  

②長期ワークシート  

－H23年度までの療養病床転換分も含む介護サービスの見込  

み量や見守り機能がついた住まい等の量を見込むための作  

業ツール  

■介護保険事業計画のワークシートをベースとして、直近の給  

付実績や療養病床の転換に伴う所要量を反映   

③短期ワークシート  



地域ケア整備構想（仮称）の全体イメージ  

高齢者が住み慣れた地域で安心  
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▲往診（居宅療養支援  

診療所など）  

■訪問看護  
・訪問リハ 等  

・緊急対応・安否確認  
・食事援助  
・高齢者向け住まい  
等  

まえつつ  

H23までの介護サービス等の見込みと体制の確保  的な介護、見守り等の将来像と体制  

のサービス見  
第3期計画で  込み量  

療養病床転  
換に伴い生  
ずる所要  
サービス見  
込み量  

・各年度・各圏域の療養病床転換計画  
・転換支援（相談体制、支援措置等）  
・医療保険・介護保険財政への影響 



地域ケア整備構想（仮称）に盛り込むべき事項  

（中間とりまとめ版）①  

1地域ケア体制の在吻療養病床の再編成Iこ関する基本的事  

（1）基本的理念  

（2）地域における高齢者の介護及び見守り等の地域ケア体制の在り方に   

関する基本方針  

（3）療養病床の再編成に関する基本方針  

等  

≧ 

（1）策定の目的  

（2）医療計画、医療費適正化計画、介護保険事業支援計画その他関係計画   
との調和、市町村との関係  

（3）圏域  

等   



湖こ  

関する事項  

（1）平成47年（2035年）に向けた10年ごとの高齢者の介護及び見守り等の   

サービスの需要の見通し  

ア 人口と世帯構造別高齢者数  

イ 介護保険の要介護■要支援認定者数  

ウ 介護保険の施設・居住系サービスの需要の見通し  

エ 高齢者の見守り等の需要の見通し  

（2）地域における高齢者の介護及び見守り等の将来像  

（3）地域における高齢者の介護及び見守り等の中長期的な体制の確保  

等  4廟 ビス及び  

住まい等の量の見込み及び体制の確保に関する事項  

（1）平成23年度までの各年度の介護サービス及び住まい等の量の見込み   

ア 高齢者数及び介護保険の要介護・要支援認定者数   

イ介護保険における施設・居住系サービス及び在宅サービスの量の見込み  

ウ 介護サービス等に係る住まい等の量の見込み  

（2）平成23年度までの地域における高齢者の介護サービス及び住まい等の体制の  

確保   



長期将来推計における推計と今後の在り方の検討の流れ  
〔施設t居住系サービスについて〕  

要介護度別  

認定者数推計  

介護予防効果の見通し   

○予防効果継続ケース   

（事業計画通りの場合）   

○予防効果加速ケース   

（事業計画より加速する場合）  

病床見直しに伴うニーズ顕在  

化等の折り込み等  

施設一居住系  

サービスの見通し  
○ケースⅠ  

（地域ケアが相当程度進む）  

○ケースⅡ  

（地域ケアがある程度進む）  

○ケースⅢ  

（中重度に重点化）  

○参考ケース  

（現状のまま推移）  

施設整備量等の見通し  

02014年の整備量固定の場合  
02014年の整備率固定の場合  

○その他、地域の実情に応じ設定  

今後必要な整備量等を把握  
に
ズ
q
・
 
 

〔高齢者の見守り及び住まいの在り方の検討〕  

〔「在宅医療」の在り方の検討〕   



5 療養病床の転換の推進に関する事項（  云換推進計画）  

（1）地域における療養病床の現状と課題  

ア 療養病床アンケート調査の結果  

イ 地域における療養病床の現状  

ウ 地域における療養病床の課題  

（2）療養病床の転換の計画的な推進  

ア 基本的な考え方  

イ 地域の特性  

り 平成23年度までの各年度における各圏域の療養病床数と転換先の  

サービス量の変動  

（3）療養病床の転換への支援   

ア 基本的な考え方と相談体制の構築  

イ 都道府県の支援措置と国の交付金等の活用  

（4）療養病床の転換の保険財政上の影響の試算   

ア 医療保険の財政に及ぼす影響   

イ 介護保険の財政に及ぼす影響  

等   



長期的将来像の検討で期待される議論   

梅坪・居住蒜サ⊥ビス  

・地域における施設・居住系サービスの需要のケース別推計結果を踏まえた将来の地域ケ  

ア体制のあるべき姿  

・今後の高齢化の進展に対応した地域としての施設・居住系サービスの今後の整備の方向  

■中長期的な体制の確保に向けた対応方針  等  
‾‾▼‾‾‾■‾■－－－－－－1－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－●－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－一疇－－一一－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－■  

一確保すべき「見守り」の内容（安否確認、食事の援助、緊急時の対応等）  

・見守りを要する者の見込み  

・対応を検討すべき者に対する見守りの内容と提供方法  等  

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

・高齢者の生活に適した住宅の供給の必要量  

・高齢者向けの住まいの在り方、今後の整備方針  

■地域特性に応じた課題の検討（過疎地域・山村地域における住み替え、ニュータウン地域に  

おける支援システムの在り方等）  等  
■■－■一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■■【   

・在宅医療の基盤整備に向けた課題の整理  

・地域の状況を踏まえた在宅医療基盤の整備に向けた促進策  

・後方支援体制、看取りの体制、連携体制、人材確保対策   等   



短期ワークシートの  

塵垂直昼型 

〕  〕〔  〔  

入院患者の   

ニーズ   

医療機関の  

転換意向  
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地域ケア整備構想（仮称）を策定する意義  

医療機関の方々には  

l  

】■  第3期・第4期を通じた療養病床転換の整備粋が明らかになる   
＊第4期介護保険事業支援計画の先取り  

t当面の介護サービス等に係る地域の利用者のニーズが明らかになる  

暮中長期的な地域の施設・居住系サービス等のニーズや施策の動向が明らかと  

なる  

・療養病床の転換に向けた地域の支援策が明らかとなる  

住民の方々には  

■療養病床の転換が地域においてどう進むか明らかとなる 

・療養病床の転換も含めた当面の介護施設や在宅サービス等の見込み量が明  

らかとなる  
】  
】■  
】  
l  

【  

地域で提供される施設・居住系サービスなどの整備の方向や、見守り、在宅医  
療基盤を含む地域ケア体制の将来の全体像が明らかになる   



「地域ケア整備構想（仮称）」策定のスケジュール  
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地域ケア整備構想（仮称）の策定に向けたスケジュール（案）  

道府県における作業  

○各都道府県において、作業スケジュール、検討課題等を検討する。  

（平成19年1月～2月目途）  

I‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

l  （国）療養病床アンケート調査結果の公表（平成19年2月末目途）  
」 ＿＿．＿＿．＿＿．＿＿▼＿＿＿＿．．－＿＿＿－－・一一・－＿＿＿＿．．＿－■－－・－－－・－・・－・－－－■－－－－－－－・一一－－－－－－t－■■■■－－  

■‾■■■■■■‾●‾‾‾■－‾‾‾■ ‾ 

‾1  

9年3月）   l  

【‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾【‾’  

l   （国）地域ケア整備指針ヰデルプラン提示（平成1  

○（平成19年2月～4月目途）   

各都道府県において、研究班中間とりま   

とめの「長期将来推計」を活用し、中長期   

的なサービスニーズ（高齢者数・要介護   

（支援）認定者数の見通し、施設・居住系   

サービス需要の見通し等）を行うととも   

に、将来的な望ましい地域ケア体制の在   

り方、地域ケア体制に向けた中期的取〆   
組みの方向等を検討整理する。  

○（平成19年4月～7月目途）  

各都道府県は、アンケート調査   

集計結果を踏まえ、短期ワークシ   

ートを活用して当面のサービスニ   

ーズを推計するとともに、平成23  

護苦票差 …．真底；日詰盈介塩乱．  見込み 
、医療棲開の転換意向を踏   

まえた療養病床の年次別転換見   

込み等を整理し、財政試算等を行   

う。さらに、地域の特性に応じた検  討課題を整理し 
、具体的な対応方   

策を検討する。  
●－   

○市町村、関係団体等との調整を行う。  

月
 
月
 
日
 
 

月
 
月
 
《
U
 
l
 
ク
 
 

8
 
 
9
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 



平成19年度地方財政措置の概要  

病床の再抑業（新規）【老健局】  
（概 要）  

① 療養病床の再編成に伴う受け皿づくりや高齢者の住まいの在り方などを含めた地域ケア体制の計画的   

な整備を推進するため、各都道府県が策定する「地域ケア整備構想」に対する支援措置  

② 療養病床の円滑な転換を推進するために必要な研修会等の開催に対する支援措置  

3．1億円  診査・特定保健指導を実施する事業者等の  

（概 要）  

① 適切なアウトソーシング先を確保するために実施する、健診・保健指導実施事業者に係る情報収集に   
対する支援措置  

② 保健師・管理栄養士の資格を有しながら、特段の職に就いていない者であって、保健指導等の業務に   
関心の高い者を掘り起こすための調査事業に対する支援措置  

③ インターネット等による①、②に係る情報提供に対する支援措置  

3．医療費の現状分析・適正化対策の行財政等への  9．4億円  
（概 要）   

医療圏又は市町村ごとの医療費の要因分析及び将来見通しの推計や医療提供・利用状況分析を行うと   

ともに、病床の再編成等の医療費適正化対策を行った場合に都道府県行財政等にもたらす効果を数量化   
する事業に対する支援措置  

4．医療費適正化計画作成に向けた  （新規）  6．8億円  
（概 要）  

各都道府県における「医療費適正化計画」の策定に対する支援措置   

5．医療機能lこ関する情報提供事業 （新規）【医政局】  

（概 要）  

医療機関に対し、医療機関の医療機能に関する一定の情報について、都道府県への報告を義務付け、  
都道府県が情報を集約してわかりやすく提供する仕組みの創設に対する支援措置  

26．7億円   




